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１．事業概要・目的・計画・成果
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co
c-
nb
u.
jp

Q
R 
AC
CE
SS

N
B
U

N
B
U
が
大
分
で
育
む
、
豊
か
な
心
と
地
域
愛
。

日
本
文
理
大
学
CO
C
事
業

豊
か
な
自
然
と
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
守
り
続
け
る
、
素
晴
ら
し
き
大
分
県
が
、
私
た
ち
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。

体
感

体
感
。
感
動

感
動
。
感
謝
。

感
謝
。

体
感
。
感
動
。
感
謝
。

『
豊
か
な
心
と
専
門
的
課
題
解
決
力
を
持
つ
お
お
い
た
地
域
創
生
人
材
の
育
成
』

『
お
お
い
た
、
つ
く
り
び
と
』
が
取
り
組
む

地
域
再
生
・
活
性
化
７
つ
の
視
点

小
規
模
・
高
齢
化
が
深
刻
な

集
落
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
・
活
性

1 人
口
減
少
社
会
を

支
え
る
た
め
の

先
進
的
な
“も
の
づ
く
り
”

2

自
然
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
る

保
全
と
地
域
活
性

（
観
光
・
教
育
）

自3
用
に
よ
る

地
域
商
店
・
商
店
街
の
活
性

に
よ
る
地
域
振
興

4
街
の
活活活
性性性性性

健
康
増
進
・
生
活
支
援
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

5
る

N
PO
法
人
の

活
動
・
経
営
支
援

6

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
発
掘
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
・
産
業
の

活
性
（
６
次
化
）

地
7

地
域
商
店
・
商
店
街
の
活
性
に
よ
る
地
域
振
興

4

事
業
概
要

連
携
自
治
体

本
事
業
の
目
的
は
、
大
分
県
の
地
域
課
題
で
あ
る
少
子
高
齢
社
会
を
豊
か
に
乗
り
切
る
た
め

に
必
要
な
豊
か
な
心
と
専
門
的
課
題
解
決
力
を
兼
ね
備
え
る
「
地
域
創
生
人
材
」＝
 

“お
お
い
た
、
つ
くり
び
と
”
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

【
教
育
分
野
】　
大
分
県
内
の
少
子
高
齢
化
が
深
刻
な
地
域
を
主
な
対
象
に「
体
験
交
流
活
動
」

「
課
題
解
決
に
必
要
な
知
識
の
修
得
」「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
協
働
に
よ
る
課
題
解
決
型

学
修
」
の
学
修
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
教
育
体
系
を
確
立
し
、
地
域
創
生
人
材
の
輩
出
を
は
か
る
。

【
研
究
分
野
】　
地
域
課
題
を
効
率
的
か
つ
実
践
的
に
解
決
で
き
、
地
域
に
直
接
還
元
で
き
る

組
織
づ
くり
を
完
成
さ
せ
、
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
。

【
社
会
貢
献
】　
県
民
と
学
生
の
協
働
学
習
・
協
働
実
践
が
実
現
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、行
政
と
連
携
し
た
「
県
民
参
画
講
座
」
を
開
講
し
、地
域
再
生
・
活
性
化
を
推
進
す
る
。

以
上
の
各
分
野
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
を
志
向
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
へ
の

全
学
的
な
再
編
を
行
う
こ
と
で
、
教
育
分
野
と
社
会
貢
献
活
動
と
の
有
機
的
な
接
続
と
、
そ
れ

に
基
づ
く
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
推
進
を
実
現
す
る
“地
（
知
）
の
拠
点
”
を
形
成
す
る
。

本
事
業
は
20
14
年
度
 文
部
科
学
省
『
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
大
学
CO
C
事
業
）』

に
選
定
さ
れ
、
5
年
間
の
事
業
と
し
て
推
進
し
て
き
た
。
今
後
は
本
事
業
で
培
っ
て
き
た
基
盤

を
も
と
に
事
業
の
継
続
を
図
る
と
と
も
に
、『
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進

事
業
（
CO
C+
）』
内
で
の
先
導
役
と
し
て
、
県
内
大
学
等
と
積
極
的
な
連
携
を
行
う
。

福
　
岡
　
県

熊
　
本
　
県

宮
　
崎
　
県

日
田
市

中
津
市

宇
佐
市

杵
築
市

別
府
市日
出
町

津
久
見
市

佐
伯
市

玖
珠
町 九
重
町

豊
後
大
野
市

豊
後
大
野
市

豊
後
高
田
市 大
分
市

大
分
市

由
布
市

竹
田
市

臼
杵
市

国
東
市

姫
島
村

NB
U

NB
U

大
分
県

大
分
県

三
重
町
市
場
ス
ト
ー
リ
ー
「
絵
本
パ
レ
ッ
ト
」
に
お
け
る
地
域
振
興
活
動
 （
連
携
自
治
体
 ：
 豊
後
大
野
市
）

豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
通
り
に
お
け
る
国
民
文
化
祭
・
お
お
い
た
20
18
 応
援
事
業
「
絵
本
パ
レ
ッ
ト
」
に
お
い
て
、

来
場
者
が
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
す
る
よ
う
な
学
生
目
線
な
ら
で
は
の
制
作
物
を
商
店
街
に
制
作
、
設
置
し
た
。
建
築
学
科

で
は
、
麻
生
家
井
戸
や
山
頭
火
湧
水
な
ど
の
ノ
ン
タ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
に
装
飾
等
す
る
こ
と
で

誘
客
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
経
営
経
済
学
科
で
は
、

空
き
店
舗
を
活
用
し
て
「
豊
後
大
野
レ
ー
ル
館
」
を

開
館
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
当
地
で
開
催
さ
れ
た

「
も
の
が
た
り
観
光
行
動
学
会
」
で
発
表
し
た
。

感
動

感
謝

体
感

教
育

地
域
へ
の
愛
着
を
持
ち
、
主
体
的
に
課
題
を
発
見
し
、
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
活
用
し
て

住
民
や
関
係
者
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
つ
け
る
学
修
サ
イ
ク
ル
を
確
立
。

「
主
体
的
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
へ
」

３
～
４
年
次

1
年
次

２
年
次

体
験
交
流
活
動

課
題
解
決
に
必
要
な

知
識
の
修
得

課
題
解
決
型
学
修

地
域
に
愛
着
を

持
ち
、
地
域
の

魅
力
を
感
じ
る

教
養
基
礎
及
び

専
門
教
育
科
目
の

再
編

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や

卒
業
研
究
で
地
域

課
題
に
取
り
組
む

「
地
域
創
生
人
材
」
育
成
の
た
め
の
学
修
サ
イ
ク
ル

地
域
再
生
・
活
性
化
の
7
つ
の
視

点
に
教
育
に
特
化
し
た
視
点
を
加

え
た
計
８
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
卒

業
研
究
、
ゼ
ミ
活
動
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
、
正
課
外
活
動
な
ど
を
中

心
に
、
52
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
20
18

年
度
）
を
実
施
。
20
15
年
度
か
ら

の
累
計
で
は
80
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
。

CO
C
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

31
52

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
15
年
度

20
18
年
度

教
育

研
究

社
会
貢
献

20
18
年
度
：
7プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
累
計
：
9プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
そ
の
他
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・
学
金
連
携
に
よ
る「
地
域
創
生
人
材
」の
育
成
講
座
 　
・
地
域
企
業
向
け「
地
域
創
生
人
材
」育
成
の
た
め
の
管
理
能
力
向
上
講
座

・
中
津
市
中
心
部
に
お
け
る
地
域
の
魅
力
発
掘
と
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
・
お
お
い
た
地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
 in
 佐
伯

本
学
の
地
域
貢
献
を
評
価
す
る
県
民
の
割
合

26
.9
%

54
.7
%

20
14

年
度

20
18

年
度

県
民
宛
無
作
為
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
結
果
（
各
1,
00
0
部
発

送
）。
有
効
回
答
の
う
ち
、「
と

て
も
貢
献
し
て
い
る
」＋
「
や
や

貢
献
し
て
い
る
」
の
割
合
。

9



私
た
ち
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
『
お
お
い
た
、
つ
くり
び
と
』
と
名
付
け
ま
し
た
。

お
金
や
モ
ノ
だ
け
で
は
、
は
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
ほ
ん
と
う
の
豊
か
さ
」
と
は
何
だ
ろ
う
。

日
本
の
未
来
を
担
う
若
者
が
で
き
る
こ
と
は
？

き
っ
と
、
そ
の
答
え
は
ひ
と
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
今
、
私
た
ち
は
動
き
始
め
ま
す
。

そ
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
私
た
ち
の
大
学
が
あ
る
大
分
県
。

大
分
へ
の
愛
着
を
勇
気
に
変
え
て
、
大
分
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
も
っ
と
も
っ
と
元
気
な
ま
ち
を
つ
くり
ま
す
。

私
た
ち
は
大
分
県
の
未
来
を
拓
く

『
お
お
い
た
、
つ
くり
び
と
』
に
な
り
た
い
。

に
つ
い
て
。

『
』

〒
87
0ｰ
03
97
　
大
分
県
大
分
市
一
木
17
27

Te
l : 
09
7 
- 5
92
 - 
16
00
（
大
代
表
）

W
eb
 : h
ttp
://
w
w
w
.n
bu
.ac
.jp

【
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
】

Te
l /
 F
ax
 : 0
97
 - 
52
4 
- 2
66
3（
直
通
）

W
eb
 : h
ttp
://
co
c-
nb
u.
jp

e-
m
ai
l : 
co
c@
nb
u.
ac
.jp

co
c-
nb
u.
jp

co
c-
nb
u.
jp

Q
R 
AC
CE
SS

Q
R 
AC
CE
SS

N
B
U

体
感
。
感
動
。
感
謝
。

小
規
模
・
高
齢
化
が
深
刻
な
集
落
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性

1 人
口
減
少
社
会
を
支
え
る
た
め
の
先
進
的
な
“も
の
づ
く
り
”

2 自
然
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
る
保
全
と
地
域
活
性
（
観
光
・
教
育
）

3

育
）

健
康
増
進
・
生
活
支
援
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

5

N
PO
法
人
の
活
動
・
経
営
支
援

6 地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
発
掘
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
・
産
業
の
活
性
（
６
次
化
）

7

豊
後
大
野
市大
分
市

NB
U

大
分
県

高
齢
者
向
け
も
の
づ
くり
教
材
の
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
連
携
自
治
体
 ：
 豊
後
大
野
市
）

介
護
予
防
や
認
知
症
予
防
の
観
点
か
ら
高
齢
者
向
け
の
も
の

づ
くり
教
材
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
高
齢
者
に
と
っ
て
取
り

組
み
や
す
い
多
様
な
教
材
開
発
と
も
の
づ
くり
教
室
の
進
め

方
に
つ
い
て
検
討
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
視
点
か
ら

高
齢
者
と
子
供
た
ち

と
の
合
同
も
の
づ
くり

教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ

イ
ン
等
も
検
討
中
。

豊
後
大
野
市
大
野
町
土
師
地
区
に
お
け
る

住
民
と
学
生
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活
動

市
内
で
最
も
高
齢
化
が
進
む
集
落
の
一
つ
で
あ
る
土
師

地
区
に
お
い
て
、
住
民
の
協
力
を
得
た
農
林
業
や
環
境

整
備
体
験
、
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
、
地
区
内

交
流
拠
点
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
体
験
村
」
の
開
村
式
の

運
営
、
施
設
整
備
の
建
設
施
工

実
習
等
を
1
年
生
か
ら
4
年
生

ま
で
の
各
学
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
応
じ
て
通
年
で
行
っ
て
い
る
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
連
携
自
治
体
 ：
 豊
後
大
野
市
）

ジ
オ
パ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
と
す
る
地
域
資
源
を
ど
の
よ
う
に
プ
ロ
モ
ー
ト
す
れ
ば
観
光
客
が
呼
び
込
め
る

か
を
、
ぶ
ん
ご
大
野
里
の
旅
公
社
と
の
連
携
の
も
と
学
生
間
で
議
論
し
、
学
生
の
視
点
に
立
っ
て
、
地
域

資
源
の
魅
力
を
発
見
し
、
地
域
資
源
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
情
報
提
供
を
行
い
、
観
光
客
が
訪
れ
、
地
域

経
済
が
潤
う
仕
組
み
の
確
立
を
目
指
し
て
き
た
。

豊
肥
本
線
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ン
フ
レ
ット
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
特
急
「
あ
そ
ぼ
ー
い！
」
等
で
の

PR
・
配
布
を
行
っ
た
り
、
動
画
作
成
等
を
行
い
好
評

を
博
し
た
。
三
重
町
に
お
い
て
は
、
空
き
店
舗
に
JR

九
州
の
鉄
道
模
型
な
ど
を
展
示
し
、
こ
ど
も
が
楽
し
く

遊
べ
る
空
間
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
。

地
域
住
民
主
体
の
地
域
づ
くり
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
連
携
自
治
体
 ：
 豊
後
大
野
市
）

豊
後
大
野
市
千
歳
町
で
行
わ
れ
て
い
る
市
民
交
流
の
場

「
楽
ら
く
広
場
ひ
ょ
う
た
ん
」
の
活
動
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
る
。
参
加
者
が
地
域
で
の
「
居
場
所
づ
くり
」

と
し
て
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
域
学
協
働
で
機
能
訓
練

や
認
知
症
予
防
等
の
取
組
を
実
施

と
と
も
に
、
参
加
者
の
生
き
が
い

づ
くり
や
地
域
貢
献
・
役
割
の
創

出
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
組
を

検
討
し
な
が
ら
実
践
し
て
い
る
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
教
室
・
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
た
教
育
実
践
活
動
（
連
携
自
治
体
 ：
 大
分
市
）

本
学
の
地
元
・
大
在
地
区
に
あ
る
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
OZ
AI
元
気
ク
ラ
ブ
」
は
会
員
数
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
か
け
っ
こ
教
室
」
等

の
教
室
を
学
生
主
導
で

開
催
す
る
と
と
も
に
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に

基
づ
く
、
会
員
獲
得
策
に

つ
い
て
の
提
言
を
行
っ
て

い
る
。 地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
楽
・
楽
マ
ル
シ
ェ
」
の
取
り
組
み
（
連
携
自
治
体
 ：
 大
分
市
）

旧
佐
賀
関
町
の
中
心
部
で
あ
っ
た
佐
賀
関
校
区
は
人
口
4,
82
8
人
に
対
し
、
高
齢
化
率
が
55
.7
％
と
な
っ
て
い
る

（
20
15
年
国
勢
調
査
）。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
現
地
の
NP
O
法
人
さ
が
の
せ
き
・

彩
彩
カ
フ
ェ
等
の
団
体
と
協
働
し
て
、
地
域
住
民
の
生
活
支
援
活
動
や
住
民
の
触
れ
合
い
の
場
を
設
け
る
活
動
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
る
。
毎
月
第
四
土
曜
日
に
は
、
関
あ
じ
関
さ
ば
通
り
の
中
心
に
あ
る
佐
賀
関
交
番
前
広
場
に
お
い
て
、

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
楽
・
楽
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
で
6
周
年
を
迎
え
た
。
近
年
で
は
津
久
見

高
校
「
つ
く
み
蔵
」
の
出
店
も
不
定
期
で
な
さ
れ
る
な
ど
、

高
校
生
の
参
画
に
よ
る
新
た
な
活
気
が
も
た
ら
さ
れ
て

い
る
。
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
分
析
を
行
っ
た
り
、
NP
O
法
人
の
経
営
分
析
や
決
算

支
援
業
務
な
ど
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
分
市
佐
賀
関
半
島
の
地
域
課
題
解
決
を
目
指
す
｢さ
が
の
せ
き
ロ
ー
カ
ル
デ
ザ
イ
ン
会
議
｣の
取
り
組
み

街
全
体
が
急
速
に
高
齢
化
す
る
佐
賀
関
は
、「
ま
ち
」
と
し
て
の
元
気
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
佐
賀
関

に
は
「
関
あ
じ
・
関
さ
ば
」
以
外
に
も
、
坂
本
龍
馬
ら
が
九
州
初
上
陸
し
た
際
に
立
ち
寄
っ
た
徳
応
寺
と
い
っ
た
歴
史
的

建
造
物
や
、
関
崎
海
星
館
・
関
埼
灯
台
周
辺
の
佐
賀
関
半
島
の
自
然
と
い
っ
た
地
域
資
源
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
佐
賀
関

半
島
、
関
地
区
の
地
域
課
題
解
決
を
目
指
す
た
め
の
、
学
生
と
地
域
の
NP
O
や
団
体
と
の
協
働
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る

「
さ
が
の
せ
き
ロ
ー
カ
ル
デ
ザ
イ
ン
会
議
」
を
結
成
し
、
様
々
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
は
佐
賀
関
半
島
の

地
域
資
源
を
活
か
し
た
交
流
人
口
拡
大
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国
道
九
四
フ
ェ
リ
ー
の
利
用
者
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
交
流
人
口
拡
大
社
会
実
験
の
調
査
・
企
画
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
年
末
の
繁
忙
期

に
港
マ
ル
シ
ェ
を
佐
賀
関
港
付
近
で
実
施

し
た
。
地
魚
を
使
用
し
た
ブ
リ
カ
ツ
の

販
売
や
佐
賀
関
半
島
の
観
光
VR
体
験
等

の
企
画
を
実
施
し
た
。

16
8

59

43

【
最
終
年
度
達
成
目
標
】

●
工
学
部
に
お
け
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
系
科
目
」
(1
~3
年
に
開
講
)に

　
お
い
て
、
地
域
実
践
の
取
組
を
拡
充

　
し
、「
卒
業
研
究
」
で
地
域
の
課
題

　
解
決
を
扱
う
研
究
を
全
体
の
半
数

　
以
上
の
研
究
室
で
1
件
以
上
設
定
。

●
経
営
経
済
学
部
に
お
け
る
「
ゼ
ミ

　
ナ
ー
ル
」
(2
~4
年
に
開
講
。
必
修
)

　
の
教
育
内
容
を
見
直
し
、
地
域
実
践

　
に
取
組
む
内
容
を
1
件
以
上
含
む

　
ゼ
ミ
を
全
体
の
半
数
以
上
で
設
定
。

学
修
サ
イ
ク
ル
に
も
と
づ
き
、
教
養

基
礎
科
目
、
専
門
教
育
科
目
を
配
置
。

ま
た
、
学
部
協
働
型
副
専
攻
、
正
課

外
活
動
「
大
分
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ワ
ー
ド
」

な
ど
、
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
地
域

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来

る
人
材
を
育
成
。

地
域
志
向
科
目
数
 (2
01
8
年
度
実
績
)

地
域
志
向
の
ゼ
ミ
活
動
状
況
 (2
01
8
年
度
実
績
)

27
0

科
目

●
 地
域
で
の
体
験
交
流
活
動
を

　
 教
育
内
容
に
含
む
科
目

●
 ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
協
働
に

　
 よ
る
課
題
解
決
型
学
修
科
目

●
 地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
に

　
 必
要
な
知
識
を
修
得
す
る
科
目

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
フ
ロ
ー

１
２

３
４

ye
ar

専
門
教
育
科
目

副
専
攻

正
課
外
活
動

教
養
基
礎
科
目 21
/4
0

13
/2
1

(1
0)

(1
2)

工
経

※（
 ）
内
は
20
15
年
度
数
値

※（
 ）
内
は
20
1４
年
度
数
値

人
口
減
少
に
と
も
な
う
医
療
福
祉
問
題
、
産
業
構
造
の
変
化
や
生
産
の
効
率
化
な
ど
様
々
な

社
会
の
問
題
に
対
し
て
、
学
生
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、「
も
の
」
を
創
る
こ
と
で
課
題
解
決
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、
自
由
な
発
想
を
も
っ
て
創
造
的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
め
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。「
地
域
に
生
き

る
も
の
づ
くり
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
大
分
市
木
佐
上
地
区
と
の
連
携
や
、「
シ
カ
ケ
（
仕
掛
け
）」

を
と
お
し
て
社
会
課
題
に
と
り
く
む
「
シ
カ
ケ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
を
実
践
し
て
い
る
。

「
も
の
づ
くり
」
か
ら
見
え
て
く
る
地
域
課
題
（
連
携
自
治
体
 ：
 大
分
市
）

～
工
学
部
専
門
基
礎
科
目
『
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
科
目
で
の
実
践
～

(２
６
)大
分
学

･大
分
楽

地
域
で
の
体
験
交
流
活
動

課
題
解
決
に
必
要
な
知
識
の
修
得

地
域
の
課
題
解
決
型
学
修

学
部
協
働
型
「
地
域
づ
くり
」
副
専
攻

大
分
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ワ
ー
ド
へ
の
参
加

詳
し
く
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
次
報
告
書

（
ht
tp
://
co
c-
nb
u.
jp
/a
nn
ua
l-r
ep
or
t）
で
公
開

【
最
終
年
度
達
成
目
標
】

地
域
志
向
科
目
を
20
0科
目
以
上
に
設
定
。

地
域
志
向
科
目
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
し
、

効
果
的
な
学
修
サ
イ
ク
ル
と
な
る
よ
う
に
、

各
科
目
を
設
定
。

全
開
講
科
目
の
42
.9
%

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
（
汎
用
的
技
能
）
の
成
長
 (
現
3
年
生
)

2年 当
初

345 3
4

5

コ ン ピ テ ン シ ー 総 合

リ
テ
ラ
シ
ー
総
合

（
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
）

（ 主 体 性 ・ 多 様 性 ・ 協 働 性 ）

3年 終
了

+0
.3
3

+0
.2
4

目
標
値

目
標
値

2/
3年 全
国
平
均

3年 全
国
平
均

2年 全
国
平
均

【
最
終
年
度
達
成
目
標
】

地
域
で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要

な
力
の
基
礎
と
し
て
、ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
ス
キ
ル（
汎
用
的
技
能
）を

措
定
。河
合
塾
・リ
ア
セ
ッ
ク
に

よ
る
客
観
テ
ス
ト「
PR
OG
」に
よ

り
計
測
し
、そ
の
構
成
要
素
で

あ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
と
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
3年
終

了
時
の
平
均
ス
コ
ア
4.
0以
上

20
18
年
度
：
14
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
累
計
：
17
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
18
年
度
：
4プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
累
計
：
11
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
18
年
度
：
6プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
累
計
：
13
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
18
年
度
：
5プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
累
計
：
10
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
18
年
度
：
1プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
累
計
：
1プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
18
年
度
：
6プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
累
計
：
9プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
そ
の
他
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・
大
分
市
木
佐
上「
ま
な
び
庵
」～
IT
講
習
会
～
  

・
留
学
生
料
理
教
室
に
よ
る
住
民
と
の
交
流
会（
佐
賀
関
・
豊
後
大
野
）

・
佐
賀
関
半
島
に
お
け
る
地
域
体
験
交
流
活
動
研
修
  
・
中
判
田
駅
を
中
心
と
す
る
ま
ち
づ
くり
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
そ
の
他
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・
生
き
が
い
の
あ
る
く
ら
し
を
創
る
オ
ー
プ
ン

  イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

・
マ
イ
ク
ロ
エ
コ
風
車
を
用
い
た
Io
T統
合

  プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
拠
点
事
業

【
そ
の
他
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・ア
ク
ア
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ェ
ス
 in
 大
分
市
・
磯
崎
海
岸
  
・「
四
季
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
環
境
保
全
の
取
り
組
み

・
外
来
生
物
駆
除
等
に
関
す
る
市
民
・
学
生
の
普
及
活
動
 ・
最
新
の
研
究
に
よ
る
地
域
の
宝
物『
中
津
干
潟
』の
現
在
と
将
来

【
そ
の
他
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・
豊
後
大
野
市
内
の
小
規
模
小
中
学
校
に
お
け
る
予
防
的
心
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開

・
大
学
で
楽
し
く
学
ぼ
う
 小
学
生
対
象
 N
BU
体
験
教
室
　
・
地
域
住
民
を
主
体
と
し
た
地
域
づ
くり
に
よ
る
介
護
予
防
研
究

【
そ
の
他
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・
動
画
ニ
ュ
ー
ス
制
作「
地
域
の
芽
、学
生
の
目
 N
BU
ビ
デ
オ
通
信
」（
大
分
合
同
新
聞
）

・
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
協
働
開
発
科
目『
大
分
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
造
体
験
』に
よ
る
6次
化
へ
の
取
り
組
み（
国
東
市
）

県
内
就
職
率

20
14
年
度
末

20
17
年
度
末

31
.3
%

41
.7
%
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39 COC+  
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2018

2017 2016

N 544

N 577

N 318
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2017

2016

N 558

N 314
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２．大学ＣＯＣ事業　プロジェクトシート
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日本文理大学COC事業
『豊かな心と専門的課題解決力を持つおおいた地域創生人材の育成』

体感。感動。感謝。体感。感動。感謝。

豊かな自然と歴史や文化を大切に守り続ける、素晴らしき大分県が、私たちのキャンパスです。豊かな自然と歴史や文化を大切に守り続ける、素晴らしき大分県が、私たちのキャンパスです。

2015年度 COC事業 プロジェクトシート

「小規模・高齢化が深刻な集落におけるコミュニティの維持・活性化」
101．豊後大野市大野町土師地区における住民と学生による地域コミュニティ維持活動
102．木佐上地区 IT 講習会
103．韓国料理教室による佐賀関住民との交流会

「人口減少社会を支えるための先進的な” ものづくり”」
201．『地域にいきるものづくり』を目指したプロジェクト科目の実践
202．地域創生を目的とした自然エネルギー利用型プラズマ農業に関する基礎研究
203．徘徊老人の位置検出システムのための画像処理ソフトの開発
204．要介護者のコミュニケーション支援システムの開発
205．プライバシ問題を生じない見守りシステム実現に向けた電磁波レーダの利活用

「自然の積極的な活要による保全と地域活性化」
　　301．豊後大野市の地域資源を活かしたサービスラーニング科目への展開

302．豊後大野市ジオパーク・エコパーク・生物多様性戦略に関する市民・学生の普及活動
303．大野町土師地区における防災と生物多様性回復のための基礎的研究　
304．地域創生・豊後大野まるごとインターネット・エリアピアビジネス
305．佐賀関半島・触れる観光プロジェクト
306．アクアソーシャルフェス in 大分に参加して

「商店街の活性化による地域振興」
401．フィールドスタディーを中心とした学生主体の地域活性化カリキュラム
402．けんしん大学　まち・ひと・しごと「地方創生」に挑む
403．地域企業向け「地域創生人材」育成のための経営学実践講座

「健康増進及び生活支援によるコミュニティの維持化」
501．小学生を対象とした夏休み体験型自由研究教室
502．地域づくり支援～市民交流の場・楽らく広場「ひょうたん」の活動サポートを通して～
503．佐賀関地区での市内小学生とその保護者を対象とした地域交流教室
504．朝地小学校における継続的な予防的心理教育プログラムの実践
505．大分市大在地区における総合型地域スポーツクラブのイベントを通した教育実践活動
506．地域住民を主体とした地域づくりによる介護予防に関する域学協働プロジェクト研究

「NPO法人の活動・経営支援」
601．地域活性化プロジェクト「楽 . 楽マルシェ」での取り組み報告

「地域ブランドの発掘による交流人口の増加・産業の活性化（6次化）」
701．道の駅原尻の滝インターンシップ _
702．６次化産業の取組

「「おおいた、つくりびと」育成のための地域志向科目・正課外活動」
801．教養基礎教育における地域志向科目の全学必修化
802．身近な政策課題を題材とした課題解決型学修
803．地方創生のための “おおいた” 企業求人動画制作
804．大分チャレンジアワード（青少年体験活動奨励制度）の取り組み
805．小学生のお仕事発見ランド in ＮＢＵ県央空港キャンパス
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日本文理大学COC事業
『豊かな心と専門的課題解決力を持つおおいた地域創生人材の育成』

体感。感動。感謝。体感。感動。感謝。

豊かな自然と歴史や文化を大切に守り続ける、素晴らしき大分県が、私たちのキャンパスです。豊かな自然と歴史や文化を大切に守り続ける、素晴らしき大分県が、私たちのキャンパスです。

2016年度 COC事業 プロジェクトシートリスト

「小規模・高齢化が深刻な集落におけるコミュニティの維持・活性化」
102. 木佐上地区 IT 講習会
103. 国際交流による地域活性化 ( 地域住民との韓国料理教室 )
104. 域学連携による学修サイクルの実践 -建設施工における原価・工程管理実習
105. 木佐上コミュニティーセンター開所記念講座
106. 小中一貫校に統廃合される小学校３校に関する研究
107. 豊後大野市中土師地区の生活道路に関する調査及びドローン撮影写真について
108. 高齢者向けものづくり教材の開発

「人口減少社会を支えるための先進的な” ものづくり”」
201. 『地域にいきるものづくり』を目指したプロジェクト科目の実践
202. 大分県農業のブランド化と関連産業活性化を目的とした
         　　　自然エネルギー利用型プラズマ農業に関する研究開発
203. 徘徊老人の位置検出システムのための画像処理ソフトの開発　
204. 要介護者のコミュニケーション支援システムの開発
205. プライバシ問題を生じない見守りシステム実現に向けた電磁波レーダの利活用
206. ものづくりによる地域貢献
207. 生きがいのあるくらしを創るオープンイノベーションワークショップ

「自然の積極的な活要による保全と地域活性化」
301. 豊後大野市の地域資源を活かしたサービスラーニング科目への展開
303. 大野町土師地区における防災と生物多様性回復のための基礎的研究
304. 豊後大野市を例とした「地方消滅」に関する研究
307. 大学生観光まちづくりコンテスト 2016 ★
308. 祖母傾山系のエコパーク認定に向けた地域資源の発掘
309. 地域資源を活用した地域観光プロモーションにおける需要予測に関する研究

「商店街の活性化による地域振興」
401. フィールドスタディーを中心とした学生主体の地域活性化カリキュラム
402. 学金連携による「地域創生人材」の育成に向けた取り組み
403. 地域企業向け「地域創生人材」育成のための経営学実践講座
404. シカケから見えてくる地域課題

「健康増進及び生活支援によるコミュニティの維持化」
501. 大学で楽しく学ぼう‼小学生対象NBU体験教室 2016
504. 朝地小学校における継続的な予防的心理教育プログラムの実践
506. 地域住民を主体とした地域づくりによる介護予防に関する域学協働プロジェクト研究
507. スポーツイベント実践を通した地域創生人材の育成
508. 地域住民主体の地域づくり支援

「NPO法人の活動・経営支援」
601. 地域活性化プロジェクト「楽 . 楽マルシェ」での取り組み報告

「地域ブランドの発掘による交流人口の増加・産業の活性化（6次化）」
701. 道の駅原尻の滝インターンシップ _
702. ６次化商品開発に取り組む企業との連携
703. 動画ニュース制作「地域の芽、学生の目 NBU ビデオ通信」
704. 国際交流による地域活性化（韓国料理教室、
　　　　道の駅原尻の滝インターンシップ）★
705. 農産物の付加価値アップによる地域の活性化・産業創出活動
 　　　　　　　　　　　　　　　　への参加★

「「おおいた、つくりびと」育成のための地域志向科目・正課外活動」
801. 教養基礎教育における地域志向科目の全学必修化
802. 身近な政策課題を題材とした課題解決型学修
803. 地方創生のための “おおいた” 企業求人動画制作
804. 大分チャレンジアワード（青少年体験活動奨励制度）
805. 小学生のお仕事発見ランド in 犬飼
806. 豊後大野市における正課外活動「豊後大野プロジェクト」の取組み
807. Kids Smile Project
808. 九州・沖縄 COC 学生情報交換会 in 湯布院
809. ジェネリックスキル養成研修～ COC+事業における汎用力の向上～
810. おおいた地域創生リーダー養成講座 ★はプロジェクトシート未掲載
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日本文理大学COC事業
『豊かな心と専門的課題解決力を持つおおいた地域創生人材の育成』

体感。感動。感謝。体感。感動。感謝。

豊かな自然と歴史や文化を大切に守り続ける、素晴らしき大分県が、私たちのキャンパスです。豊かな自然と歴史や文化を大切に守り続ける、素晴らしき大分県が、私たちのキャンパスです。

2017年度 COC事業 プロジェクトシートリスト

「小規模・高齢化が深刻な集落におけるコミュニティの維持・活性化」
101. 豊後大野市大野町土師地区における住民と学生による地域コミュニティ維持活動
102. 木佐上「まなび庵」～木佐上 IT 講習会～
103. 留学生料理教室による佐賀関の交流会
108. 高齢者向けものづくり教材の開発
109. 豊後大野市ふるさと体験村における『建築マネジメント演習及び実習』の取り組み
110. 豊後大野市大野町土師地区における『環境･地域創造演習』の取り組み
111. 地域と学生の協働による豊後大野市ふるさと体験村「開村式」の運営
112. 佐賀関半島における地域体験交流活動研修『プロジェクト 1』の取り組み
113. 豊後大野市大野町土師地区における地域体験交流活動研修  『プロジェクト 1』の取り組み

「人口減少社会を支えるための先進的な” ものづくり”」
201. 『地域にいきるものづくり』を目指したプロジェクト科目の実践
206. ものづくりによる地域貢献~被災時避難所としての廃校活用提案~
207. 生きがいのあるくらしを創るオープンイノベーションワークショップ
208. ロボメカデザインコンペ 2017 への取り組みを通した地域課題への挑戦
209. 地域経済を考慮した地域課題取り組みに向けたプラットフォーム構築

「自然の積極的な活要による保全と地域活性化」
305. 佐賀関半島・触れる観光プロジェクト
309. 地域資源を活用した地域観光プロモーションにおける需要予測に関する研究
310. 豊後大野 PR動画プロジェクト
311. 豊後大野酒蔵巡りプロジェクト
312. 豊後 DEN説 2nd Generation
313. あそぼーい！ポストカードプロジェクト
314. 学生の地域資源を活用した観光プロモーション活動におけるコースを横断した教育改革

「商店街の活性化による地域振興」
403. 地域企業向け「地域創生人材」育成のためのマネジメント実践講座
404. 「シカケ」から見える地域課題　シカケプロジェクト
405.  「おおいた地域創生リーダー養成講座 2017 in 三重町」の取り組み
406.  大分市佐賀関･関地区における『環境･地域創造演習』の取り組み

「健康増進及び生活支援によるコミュニティの維持化」
501. 大学で楽しく学ぼう !! 小学生対象NBU体験教室 2017
504. 豊後大野市内の小中学生における社会的スキルの学校規模による比較と予防的心理教育プログラムの展開
505. 総合型地域スポーツクラブの教室･イベントを通した教育実践活動
506. 地域住民を主体とした地域づくりによる介護予防に関する域学協働研究
508. 地域住民主体の地域づくり支援 ～『サービスラーニング II』『フィールドスタディ I』を通して
509. 住民主体の地域活動について

「NPO法人の活動・経営支援」
601. 地域活性化プロジェクト「楽・楽マルシェ」での取り組み

「地域ブランドの発掘による交流人口の増加・産業の活性化（6次化）」
703. 動画ニュース制作「地域の芽、学生の目 NBU ビデオ通信」
706. 交流人口拡大による佐賀関半島の活性化に関する研究
707. 大分市佐賀関･関地区の地域課題解決を目指す「さがのせきローカルデザイン会議」の取り組み

「「おおいた、つくりびと」育成のための地域志向科目・正課外活動」
801. 教養基礎教育における地域志向科目の全学必修化 ～『大分学・大分楽』『産学一致の勧め』ほか～
802. 身近な政策課題を題材とした課題解決型学修 ～『社会参画実習 1』における学部混成ワークショップ
803. 地方創生のための学生目線による地域企業リクルートビデオ制作プロジェクト
805. 小学生のお仕事発見ランド in 佐賀関
807. Kids Smile Project
809. ジェネリックスキル養成研修 ～ COC+事業における汎用力の向上～ 54



★はプロジェクトシート未掲載

日本文理大学COC事業
『豊かな心と専門的課題解決力を持つおおいた地域創生人材の育成』

体感。感動。感謝。体感。感動。感謝。

豊かな自然と歴史や文化を大切に守り続ける、素晴らしき大分県が、私たちのキャンパスです。豊かな自然と歴史や文化を大切に守り続ける、素晴らしき大分県が、私たちのキャンパスです。

2018年度 COC事業 プロジェクトシートリスト

「小規模・高齢化が深刻な集落におけるコミュニティの維持・活性化」
101. 豊後大野市大野町土師地区における住民と学生による地域コミュニティ維持活動 ★
102. 木佐上「まなび庵」～木佐上 IT 講習会～ ★
103. 国際交流による地域活性化（料理教室による地域住民との交流活動）
106. 大分市立小中一貫校における教師ステーションの利用実態から見た執務空間について ★
108. 高齢者向けものづくり教材の開発
109. 豊後大野市ふるさと体験村における『建築マネジメント演習及び実習』の取り組み
110. 豊後大野市大野町土師地区における地域インターンシップ『環境･地域創造演習』の取り組み
111. 地域と学生の協働による豊後大野市ふるさと体験村「開村式」の運営
112. 佐賀関半島における地域体験交流活動研修『プロジェクト 1』の取り組み
113. 豊後大野市大野町土師地区における地域体験交流活動研修  『プロジェクト 1』の取り組み
114. 中判田駅を中心とするまちづくりプロジェクト
115. 佐賀関におけるブロック塀の耐震性に関する調査 ～地域住民への危険ブロック塀の啓発のために～
116. 設計製図３ 第１課題「超高齢社会に希望をもたらす二世帯住宅」
117. 第二の人生でまちづくりをしませんか？～豊後大野市 CCRC～

「人口減少社会を支えるための先進的な” ものづくり”」
201. 地域にいきるものづくりの取組み ～ロボットプロジェクト関連科目での取組み～
207. 生きがいのあるくらしを創るオープンイノベーションワークショップ
210. マイクロエコ風車を用いた IoT 統合プラットフォーム拠点事業 ★
211. 地域に根差したものづくりに情報システム分野ができること
　　　　　　　～バイタルモニタに必要な筋活動の計測・分析手法の提案～

「自然の積極的な活要による保全と地域活性化」
301. 豊後大野市の地域資源を活かしたフィールド・スタディ科目への展開
302. ジオパーク・エコパーク等に関する市民・学生の普及活動 ★
306. アクアソーシャルフェス in 大分 ★
308. 祖母傾山系のエコパーク活動を意識した地域資源の発掘 ★
314. 学生の地域資源を活用した観光プロモーション活動におけるコース・学科を横断した教育改革
315. 最新の研究から見えてきた地域の宝物『中津干潟』の現在と将来

「商店街の活性化による地域振興」
401. フィールド・スタディを中心とした学生主体の地域活性化カリキュラム
402. 学金連携による「地域創生人材」の育成に向けた取組
403. 「地域創生人材」育成のための管理能力向上講座
405.  「おおいた地域創生リーダー養成講座 in 三重町」の取り組み ★
407. 建築学生が創るノンタンポイント ～「絵本パレット」ワークショップ連携による市場ストーリーの可能性～ 
408. 中津市中心部における地域の魅力発掘と課題解決プロジェクト
409. どのようにして地域を活性化させるか？豊後大野レール館を通して

「健康増進及び生活支援によるコミュニティの維持化」
504. 豊後大野市内の小中学生における社会的スキルの学校規模による比較と予防的心理教育プログラムの展開 ★
505. スポーツイベント実践を通した地域創生人材の育成
506. 地域住民を主体とした地域づくりによる介護予防に関する域学協働研究 ★
508. 地域住民主体の地域づくり支援 ～『サービスラーニング III』『フィールドスタディ I・II』を通して
510. 大在地区の子育て支援に関する地域課題解決に向けた取り組みの提案

「NPO法人の活動・経営支援」
601. 地域活性化プロジェクト「楽・楽マルシェ」での取り組み報告

「地域ブランドの発掘による交流人口の増加・産業の活性化（6次化）」
702. ６次化商品開発に取り組む企業との連携
703. 動画ニュース制作「地域の芽、学生の目 NBU ビデオ通信」
706. 国道九四フェリー四国側利用者の交通行動特性と佐賀関観光志向に関する研究
707. 大分市佐賀関･関地区の地域課題解決を目指す「さがのせきローカルデザイン会議」の取り組み ★
708. 佐賀関半島・観光 VR体験－｢さがのせきローカルデザイン会議｣による観光活性化の取り組み－
709. 地域資源を活用した地域観光プロモーションにおける需要予測に関する研究

「「おおいた、つくりびと」育成のための地域志向科目・正課外活動」
801. 教養基礎教育における地域志向科目の全学必修化 ～『大分学・大分楽』『産学一致の勧め』ほか～ ★
802. 身近な政策課題を題材とした課題解決型学修 ～『社会参画実習 1』における学部混成ワークショップ ★
803. 地方創生のための学生目線による地域企業リクルートビデオ制作プロジェクト
804. 大分チャレンジアワード 青少年体験活動奨励制度 ★
805. 小学生のお仕事発見ランド in 豊後大野 ★
806. 豊後大野市における正課外活動「豊後大野プロジェクト」の取組み
807. Kids Smile Project
809. ジェネリックスキル養成研修 ～ COC+事業における汎用力の向上～ ★
810. おおいた地域創生リーダー養成講座  ～地方創生時代に活躍できる社会人を目指そう～ ★
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coc-nbu.jp

2018 年度

〒870ｰ0397 大分県大分市一木1727
TEL: 097 - 592 - 1600( 大代表）
    Web : http://www.nbu.ac.jp
【COC事業担当】
TEL/FAX : 097 - 524 - 2663( 直通）
    Web : http://coc-nbu.jp
    e-mail : coc@nbu.ac.jp

実  施  体  制：
実施ﾌｨｰﾙﾄﾞ：
連  携  機  関：
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coc-nbu.jp

2018 年度

〒870ｰ0397 大分県大分市一木1727
TEL: 097 - 592 - 1600( 大代表）
    Web : http://www.nbu.ac.jp
【COC事業担当】
TEL/FAX : 097 - 524 - 2663( 直通）
    Web : http://coc-nbu.jp
    e-mail : coc@nbu.ac.jp

実  施  体  制：
実施ﾌｨｰﾙﾄﾞ：
連  携  機  関：
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coc-nbu.jp

2018 年度

〒870ｰ0397 大分県大分市一木1727
TEL: 097 - 592 - 1600( 大代表）
    Web : http://www.nbu.ac.jp
【COC事業担当】
TEL/FAX : 097 - 524 - 2663( 直通）
    Web : http://coc-nbu.jp
    e-mail : coc@nbu.ac.jp

実  施  体  制：
実施ﾌｨｰﾙﾄﾞ：
連  携  機  関：

豊後大野市ふるさと体験村における
『建設マネジメント演習及び実習』の取り組み

概 要

取組内容

今後の展開

学生の学び

地域での成果

大分県内に多く見られる小規模集落は、超高齢化、人口減少により、地域コミュニティ
を維持することが難しくなっている。そこで、建築学科では地域の課題を技術者の視
点で解決できる人材を育成する「環境・地域創生コース」を設置している。本コース
では、人口 153 人、82 世帯、高齢化率 67%（2015 年国勢調査）の小規模集落であ
る豊後大野市大野町土師地区をフィールドとして、コミュニティの維持策を探り、実
践する取組を、地区の協力を得て実施している。「体験交流活動による動機付け」→「知
識の修得・定着」→「課題解決型学修」という学修サイクルを明確化した科目群により、
学生は地域でのやりがいを感じるとともに、自分に不足する知識・技能を自覚し、そ
の後の学びを深化できる。上級学年では実際に地域の課題解決に取り組むことで、将
来、地域で活躍するために必要な幅広い能力の定着を図ることを目指している。

『建設マネジメント演習及び実習』では、3 年次後期の課題解決型学修として、土師
地区の中心部にある地域交流拠点「ふるさと体験村」内の施設整備を行っている。ふ
るさと体験村の新たな魅力を創るため、住民の要望等を踏まえ、今年度は 5 班に分
かれて工作物を建設した。本授業では、建設現場管理方法を理解、習得するため、設計・
資材表の作成・施工・原価管理の一連の工程を現地の方々と話し合いながらすべて実
施することが特徴である。

【施工実習のスケジュール】
11/15 　実習概要の方針確認（学内）
11/18 　現地下見・測量
11/22 ～ 　図面、資材調達表等作成（学内）
1/20   　準備施工（一部の班）
1/24 　施工準備（学内）
1/26 ～ 27 本施工
2/7 　原価計算、振り返り（学内）
2/2 ～ 　残施工（一部の班）

【今年度の工作物】
・ポニー園への誘導看板・シャワー室等のスノコ
・バーベキューコーナー新設　・木造ブランコ（遊具）
・ドラム缶風呂・長椅子　・現バーベキューコーナー屋根張替

実習を通じて、上記の工作物を完成することが出来た。

実際に施工することで、工程の管理や、住
民（施主）とのコミュニケーションの重要
性を学ぶことができた。また、図面の作成
から施工・片づけまであらゆる作業をこな
すことで、技術面と人間性の両面で自信に
つながった。

本格シーズンである 2019 年の夏より、体験
村の利用・宿泊者に利用いただくこととで、
体験村の魅力向上を図るが、あわせてシー
ズン中の体験村の運営協力についても継続
する。

【下見・準備施工】

【作業風景】

【完成写真】

吉村充功、池畑義人（建築学科）
豊後大野市大野町土師地区
土師振興協議会
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豊後大野市大野町土師地区における
地域ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌ『゚環境・地域創造演習』の取り組み
吉村充功、池畑義人、杉浦嘉雄、菅雅幸（建築学科）
豊後大野市大野町土師地区
土師振興協議会

概  要

取組内容

今後の展開

学生の学び

地域での成果

大分県内に多く見られる小規模集落は、超高齢化、人口減少により、地域コ
ミュニティを維持することが難しくなっている。そこで、建築学科では地域
の課題を技術者の視点で解決できる人材を育成する「環境・地域創生コース」
を設置している。本コースでは、人口 153 人、82 世帯、高齢化率 67%
（2015 年国勢調査）の小規模集落である豊後大野市大野町土師地区をフィー
ルドとして、コミュニティの維持策を探り、実践する取組を、地区の協力を
得て実施している。「体験交流活動による動機付け」→「知識の修得・定着」→
「課題解決型学修」という学修サイクルを明確化した科目群により、学生は
地域でのやりがいを感じるとともに、自分に不足する知識・技能を自覚し、
その後の学びを深化できる。上級学年では実際に地域の課題解決に取り組む
ことで、将来、地域で活躍するために必要な幅広い能力の定着を図ることを
目指している。

『環境・地域創造演習』 は、3 年次の課題解決型学修として合宿形式で実施し
ている。今年度は同地域での暮らしを体験しつつ、協力 いただける地域内の
各家庭を訪問、インタビューし、それらの調査内容を全体としてアーカイブ
化（記録保存）することを目的に、土師振興協議会のご協力を得て、地域イ
ンターンシップとして実施した。学生 19 名が 6 チーム（1 チーム 3～ 4 名）
に分かれて、8 月 7 日～ 9 月 3 日の期間中にチーム毎に 3 泊 4 日で土師公民
館を拠点に地域に泊まり 込み、各班 10 軒を目標に土師地区（中土師、安藤、
澤田）を徒歩でフィールドワーク、住民ヒアリング等を行った。調査結果は、
GoogleMap に入力し全体で共有した。

調査の結果、全チーム合わせて 40 軒のご家
庭を訪問し、現在の暮らしぶりや困り毎な
どについて聞き取り調査を行い、アーカイ
ブとしてまとめることができた。今後の支
援活動を考える上での、データベースとし
て活用が期待できる。

どのご家庭も快くヒアリングに応えていた
だき、地区住民と直接お話しをする機会が
得られた。ヒアリングでは、貴重なお話や
今後の地域のことについて、
率直な意見が聞け、有意義
な時間を過ごすことができ
た。各チームが手分けして、
地区全域を調査したが、住
宅地図に記載されている世
帯でも、訪ねてみると空き
家のケースも多く、高齢化
地域の現状を身をもって体
験することにもつながった。

今後、アーカイブを活かし
た支援の在り方を振興協議会
と検討する。
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地域と学生の協働による豊後大野市
ふるさと体験村「開村式」の運営
吉村充功、池畑義人（建築学科）
豊後大野市大野町土師地区
土師振興協議会、blue market HAJI POST

概  要

取組内容

今後の展開

学生の学び

地域での成果

大分県内に多く見られる小規模集落は、超高齢化、人口減少により、地
域コミュニティを維持することが難しくなっている。そこで、建築学科
では地域の課題を技術者の視点で解決できる人材を育成する「環境・地
域創生コース」を設置している。本コースでは、人口 153 人、82 世帯、
高齢化率 67%（2015 年国勢調査）の小規模集落である豊後大野市大野町
土師地区をフィールドとして、コミュニティの維持策を探り、実践する
取り組みを、地区の協力を得て実施している。

『プロジェクト 1』（建築学科 1 年次科目）での農林業体験や地域コミュニ
ティ維持活動といった体験交流活動を通じて地域に対する興味関心が高
まった学生は、学年を越えて地域での活動
に正課外活動として参加している。今年度
は地域の交流拠点施設であり、地区住民に
よる自主運営がなされている「ふるさと体
験村」の開村式（7/15）の運営スタッフと
して、学生 23 名が地区住民と協力し、直前
の現地準備（河川プールの土砂出し等）や
当日の受付、駐車場誘導、エノハのつかみ
取り、出店、学生自主企画（的当てゲーム）
などのイベント運営を行った。

学生協力が 4 年目となり、地区での取組が
拡充している。今年度からは現地でカフェ
を運営するハジポストさんの呼びかけで県
内から多くの出店者が参加され、拡大 Blue 
market として、参加者に大いに楽しんでい
ただけるイベントとなった。当日は、昨年
度を大幅に上回る約 400 名の参加があり、
子供たちのにぎやかな声が地域に響いた。

ゼミ生を中心とした学生の運営がなされて
おり、今年度は学生の自主企画の実施がな
された。学生たちは事前に役割分担を行い、
それぞれのチーム毎に準備を行い、当日の
運営をそつなくこなすことができた。また、
4 年生は昨年度に整備した五右衛門風呂等
の地区への贈呈を行うなど、自分たちが制
作したものを地域や来訪者に喜んでもらう
ことができた。地区には、まだまだ魅力が
残っており、こうしたイベントを続けてい
くことの大切さをあらためて感じた。

2019 年度以降も地区と学生の協働により開
村式や体験村の運営を行う。
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佐賀関半島における地域体験交流活動研修
『プロジェクト1』の取り組み
吉村充功、杉浦嘉雄 (建築学科)
大分市佐賀関地区
NPO法人さがのせき・彩彩カフェ、大分県建築士会佐賀関支部、関崎海星館、各自治会 他

概  要

取組内容

今後の展開

学生の学び

地域での成果

実  施  体  制：
実施フィールド：
連  携  機  関：

私たちが生活する地方では、多くの地域で少子高齢化やコミュニティ
の衰退が急激に進行しており、新しい風（若者）による活力が求め
られている。同時に、これまで受け継がれてきた誇るべき地域の伝統、
文化、環境が失われつつあり、それらを継承する必要性にも迫られ
ている。本学では、学部・学科の枠をこえて、地域が誇るべき資源
を理解する能力を習得すると同時に、地域住民や関係者とより良い
地域社会を主体的につくるために必要なジェネリックスキル（汎用
的能力）を育成する「地域づくり副専攻」を設置している。その最
初の取り組みとして、大分市佐賀関校区での地域体験交流活動を実
施する建築学科１年『プロジェクト１』を 2017 年度より通年科目と
して開講している。佐賀関校区は、旧佐賀関町の中心部で、漁業と
精銅で栄えた港町であるが、現在は人口 5 千人弱、高齢化率 50% 強
と急激な人口減少、高齢化が進んでいる。本取り組みでは、佐賀関
半島にある関崎海星館や関崎灯台周辺での環境整備活動を通じた観
光活性化につながる取り組みや、地域の小学生との交流活動を通じ
て、地域コミュニティの現状を知る機会としている。

2018 年度の『プロジェクト１』（佐賀関班）には、建築学科 22 名、
経営経済学科 1 名の合計 23 名の学生が参加し、3 回の現地研修会を
実施した（うち 1回は合宿）。
●第 1回研修：6月 2日（土）
関崎灯台・関崎地蔵周辺の環境整備、関崎海星館の視察等
●第 2回研修：8月 5日（日）～ 6日（月）（宿泊研修）
関崎灯台前遊歩道・入口遊歩道の環境整備、
子ども達との交流会、ごみ拾い活動（秋の
江地区）
●第 3回研修：10 月 6日（土）
豊予要塞砲台跡・関崎駐車場の環境整備等

10 年以上、手が入っていなかった関崎灯台
周辺の環境整備を昨年度に引き続き行った
結果、灯台からの眺望がさらに開け、他の
エリアと合わせて環境を整えることができ
た。また、地区外との交流が少ない地区の
子どもたちにとって、大学生との交流会は
大変良い刺激になったとの声を地域からい
ただいた。

環境整備を通じて、地区を整備・維持する
大変さを知るとともに、目に見える成果を
得たことでやりがいにつながった。また、
過疎化の現状を肌で感じることができた。

継続的な環境整備活動をキッカケとして、
佐賀関半島の本格的な整備、観光活用の動
きが出始めた。今後も継続的に佐賀関半島
の環境整備を行っていく。

関崎海星館での講話

関崎灯台前の遊歩道の清掃

関崎地蔵周辺での活動

学生企画による子どもたちとの交流会 関崎駐車場でのふり返りの様子

伐採後の豊予要塞砲台跡からの眺望
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　・地域ごとではそこまで大きな劣化の差は見受けられなかった。佐賀関全体
　 で、住居そのものの築年数が長い建物が多く、それに伴ってブロック塀も
　 ひび割れ等の劣化を起こしているものが多かった。

佐賀関におけるブロック塀の耐震性に関する調査研究
～地域住民への危険ブロック塀の啓発のために～
上田 亮（建築学科・4年）、井上正文（建築学科）
大分市佐賀関地区

概  要

取組内容

まとめ

研究成果

実  施  体  制：
実施ﾌｨｰﾙﾄﾞ：
連  携  機  関：

2018年6月18日に発生した大阪北部地震により、高槻市立の小学校に建築基準法施行令違反で設置されていたブロッ
ク塀が倒壊し、児童が犠牲となった事件を受け、全国の公共建設物のブロック塀の調査が進められている。本研究では、
空き家や古民家の集中している佐賀関地区を調査対象とする。 そして、佐賀関全体のブロック塀の危険性や問題点等を
まとめた資料を作成し、市民センターでの使用や住民への報告会などを通じて住民のブロック塀の安全に対する意識の
向上に役立てていくものとする。

佐賀関全域（小志生木・大志生木・神崎を除く）のブロック塀を調査
し、国交省によるブロック塀のチェック項目（右図参照）を目測で
行い、調査した全ブロック塀の類型化を行う。また、調査したブロッ
ク塀の位置を地図に落とし込み、ブロック塀の地域ごとの様式の
特色や、位置による劣化等の特色がないかを検討する。

○調査した全105件の中で、1つでも問題があったものは94件であり、ほとんどのブロック
　塀で何かしらの問題があった。
○控壁なしのものを除いても74件で半数以上が高さや劣化などで危険性を孕んでいる。
○強風や手押しによって今すぐに倒壊しそうなものは無かったが、地震等の自然災害によって
　人命に関わる甚大な被害が出ることが容易に予想できた。

調査結果
①地図への落とし込み（右図参照）
○地域ごとでのブロック塀の様式の特色
　・海抜の高い地域にあるブロック塀は、土地の傾斜に対応するためか「石垣等の
　 上に建てられている」物が多かった。
　・比較的新しく建てられた住居のブロック塀には、ラインの入ったものや凹凸の
　 出たようなデザインのものが多かった。
　・住居や倉庫等の壁面にコンクリートブロックを使用しているものが存在した。
　 ひび割れや傾き、また工事もあまり丁寧なものではないものもあり、築年数も
　 かなり経過しているように見受けられた。

図　地図への落とし込みの例

○地域選定理由
①少子高齢化が顕著にあらわれ、高齢者の多い地域であるため身体の不自由な方も
　多く、万が一ブロック塀の倒壊等が起きた場合に大きな事故に繋がる危険性がある。
　また、小学生中学生の通学路中にも危険性を秘めたブロック塀が存在するため。
②高齢化の影響もあり、古民家や空き家が多く点在し設置当時から何も手がつけられ
　ていないブロック塀が多く存在し、危険性を秘めているため。
③当該地域は海に囲まれており地震や津波等の自然災害において甚大な被害を被る
　ことが予想できる。その際に倒壊してしまったブロック塀が避難を妨害してしまうこと
　を最小限に食い止めるため。

○地域ごとでの劣化等の特色

○控壁なし→高さ1.2mを超えたブロック塀が多くあった中で、控壁を設けて
　いないものが多く、強い地震の揺れ等により倒壊する恐れがある。
○高さ超え→ブロック塀そのものは2.0mを超えたものは数えるほどしか

②チェック項目から
項目別での順位は右表に示す。

1  83  
2 2.0m  45  
3  39  
4  24  
5  15  
6  6  
7  4  
8  1  

  
 

　なかったが、石垣等の上に建てられているブロック塀が多く、石垣の高さを含めると
　2.0mを裕に超えるブロック塀が多かった。
　鉄筋の有無は調査しきれていないが、倒壊の際には周辺への危険性が容易に想像できる。
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建築学生が創るノンタンポイント
～「絵本パレット」ワークショップ連携による市場ストーリーの可能性～
吉村充功、池畑義人（建築学科）
豊後大野市三重町市場通り商店街
三重町市場ストーリー「絵本パレット」実行委員会、（一社）ぶんご大野里の旅公社

概  要

取組内容

今後の展開

学生の学び

地域での成果

本授業科目では、豊後大野市三重町市場・三重町駅前周辺において、
10 月～ 11 月に行われた国民文化祭・おおいた 2018 応援事業「絵
本パレット」企画を盛り上げるための環境整備とイベントのアテ
ンドを行った。環境整備では、三重町の歴史を踏まえつつ、絵本
パレットの世界観を拡張し、指定ポイントに来場者がわくわくど
きどきするような建築学科ならではの制作物を制作、設置、アテ
ンドした。

『プロジェクト 2／ 3』（建築学科 2／ 3 年次科目）において、受
講生 21 名が 3 チームに分かれて取り組んだ。５月から１回の合
宿を含め５回の現地研修（5 月 12 日、6 月 30 日～ 7 月 1 日、9
月 28 日、10 月 20 日、11 月 17 日）を実施し、
初回に遊学ボランティアの皆さんのコーディ
ネートのもと、地域の魅力発見を行い、三重町
の歴史的価値と現在の課題を理解した上で、市
場通りを盛り上げるための、インスタ映えする
ノンタンポイントの制作に取り組んだ。制作物
は 9 月 28 日に現地に設置し、イベントデー（10
月 20 日、11 月 17 日）には来街者に対して学生
たちによるアテンドを行った。

「ノンタン」をテーマにしたことで小学生が興
味をもって商店街に入って来れた。インスタ映
えするノンタンポイントにより、 小学生の感性
を豊かにできる可能性を示した。また、イベン
トデーの雰囲気は住民と学生、出店者、 子ども
たちとのよい交流、ワクワク感につながり、 ま
さに「絵本パレット」を体現できた。活動期間
を通じて、「ノンタンポイント」が増殖してい
く のを見て市場通りの未来に可能性を
感じることができた。

商店街との皆さんとの交流により、地
域商店街の魅力を感じることができた。
その上で、班毎に建築学科ならではの創
意工夫を凝らし、各地点の特徴を踏まえ
たノンタンポイントを制作できた。制作
においては、チーム作業
としての苦労を経験する
とともに、協働作業によ
るチームワークを学んだ。

2019 年度以降も地域と学
生の協働により市場通り
の活性化に取り組む。

ＮＢＵノンタンハウス

麻生家井戸

山頭火湧水

下見の様子 集合写真
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中津市中心部における
地域の魅力発掘と課題解決プロジェクト
吉村充功、池畑義人、杉浦嘉雄、島岡成治（建築学科）
大分県、大分市、豊後大野市など。
中津市 企画観光部 総合政策課 総合政策係・まちづくり推進室

概  要

取組内容

今後の展開

学生の学び

地域での成果

実  施  体  制：
実施ﾌｨｰﾙﾄﾞ：
連  携  機  関：

本プロジェクトでは本年度は，城下町として優れた歴史的まちなみ・景観と文化を持つ一方で，「空き家問題」「観光客の滞
在時間の短さ」「観光客や子育て世代の商店街への誘導策の欠如」などの課題がある中津市中心部（諸町・寺町・中津駅・
中津城周辺）をフィールドとして，課題意識のある地域住民などの現地ステークホルダーを巻き込み，一緒になって具体的
な地域課題の解決に向けた取り組みが促進できるように展開した。
プロジェクトでは，まず学生が研修最終回に行う地域課題解決型の地域住民との交流ワークショップの企画運営が出来る
ように，通年のプロジェクト活動を通じて，地域の魅力発掘と課題解決をできる地域創生人としての能力育成を行った。こ
れらの活動を通じて，最終のワークショップに向けて必要な情報収集・整理も行い，「観光まちづくり」をキーに住民らが正
しい情報により議論ができる下地を作り上げた。
最終のワークショップでは，広く社会人，地域住民が参加し，学生がファシリテートしながら，上記で挙げた地域課題に対し
て具体的な課題解決策を練り，今後の課題解決策の実践的展開につながる結果をもたらした。
以上を通じて，若者の地域創生リーダーとしての能力を育成するとともに，当該地域の課題解決に向けた地域住民のムー
ブメントを作り出すことを目的とした。
【プロジェクト参加学生】
　　○建築学科２年：２０名　　○経営経済学科２年：２名
　　○建築学科３年：３名　　　○航空宇宙工学科３年：１名
　　○経営経済学科３年：２名　　　　　　　◎合計：２８名

【ワークショップ参加学外者（最終日のみ）】　○社会人：１９名

【実施日程】
○第１回合宿（2018年6月9日～10日）：
　・会場：新博多町交流センター（初日），南部まちなみ交流館（２日目）
　・内容：７チームに分かれ，学生たちでフィールドワーク（FW）し，
　　　中津城下町，中津中心部ならではの魅力をまとめる（初日）
　　　初日を踏まえ，解決すべき課題をFWを通じてまとめる（２日目）
○第２回合宿（2018年11月3日～4日）
　・会場：新博多町交流センター（初日），南部公民館（２日目）
　・内容：３チームに再編し，課題を掘り下げるFWを実施。
　　　最終ワークショップ（WS）のための素材・情報収集として，
　　　城下町や中心部でヒアリング調査（住民・観光客等）。
　　　一部，比較対象として，三光コスモス祭でもヒアリング（２日目）
○第３回合宿（2018年12月8日～9日）
　・会場：新博多町交流センター
　・内容：これまでの結果を踏まえ，学生の考えるテーマについて，解決策
　　　　　を学生と住民で一緒に考える公開WSを開催（２日目）

今後は実現に向けた検討を行う。

学生たちのフィールド調査結果を踏まえ，公開ワークショップでは，「中津
中心部の観光回遊性を高める方法」「使いやすい観光マップの検討」 「空
き家活用」などをテーマに住民らと有意義な議論ができ，具体的な課題
解決策の提案を行うことができた。

最終の公開ワークショップでは，学生と社会人・地域住民が一緒に学ぶこ
とで人的ネットワークができ，学生に対しては将来の県内就職のきっかけ
を作ることができた。また，本プロジェクトで養成する能力はルーブリッ
ク表として作成しており，学生は合宿毎にこれらを自己評価することによ
り，自身の成長を可視化することができた（観点：課題発見・解決力，実践
力，チームで活動するためのコミュニケーション力，主体的に行動し学び
続ける姿勢，地域志向への態度）。

まち歩き・ヒアリング

公開ワークショップ

公開ワークショップの取りまとめ成果
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６次化商品開発に取り組む企業との連携

工藤順一（経営経済学科）
大分県、大分市
県内中小企業等

概  要

取組内容

今後の展開

実  施  体  制：
実施ﾌｨｰﾙﾄﾞ：
連  携  機  関：

中小企業全体がそうであるように、6次化商品開発に取り組む企業も若者人材不足に悩んでいます。こうした問題を
解決するため、工藤ゼミにおいては、大分県や大分市の各種活動と歩調を合わせ、6次化商品開発およびその企業と
の連携に取り組んでいます。参加した学生は、大分県や大分市の関係者と意見交換する中で、行政が抱える問題を知
るとともに、企業の経営者と直接話すことで企業を身近に感じ、就職を実感できるようになります。
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国道九四フェリー四国側利用者の交通行動特性と
佐賀関観光志向に関する研究
青山信児（建築学科・4年）、吉村充功（建築学科）
大分市佐賀関地区
NPO法人さがのせき・彩彩カフェ、国道九四フェリー(株) 他

概  要

取組内容

今後の展開

研究成果

実  施  体  制：
実施ﾌｨｰﾙﾄﾞ：
連  携  機  関：

現在、大分市佐賀関地区では、少子高齢化に伴う人口減少に悩まされており、この先、過疎化がさらに進行することが
予想されているため、佐賀関地区を維持・活性化する一つの方策として、交流人口の拡大が模索されている。
そこで、大分県の港で唯一利用者が増加している国道九四フェリーに着目した。
石橋(2018)は、佐賀関港から四国に渡るフェリー利用者にアンケート調査を行い、分析した結果、佐賀関港でのフェリー
待ち時間を佐賀関観光に活用してもらえる可能性や、佐賀関への訪問意向が充分にあることを、明らかにした。
このような先行研究の結果がある中で、今後の佐賀関半島の観光活性化の可能性をさらに広げていくためには、反対
方向である四国・三崎港から九州に渡るフェリー利用者の観光志向や交通行動特性を把握する必要がある。
そこで本研究では、四国側のフェリー利用者に注目し、交通時間の使い方を始めとする交通行動特性を明らかにすると
ともに、それを踏まえた佐賀関に対する観光志向があるターゲット層を明らかにする。

○国道九四フェリーの概要
国道九四フェリーとは、佐賀関港と、四国の愛媛県三崎港を結ぶフェリーで、片道約70分、1日16便(往復32便)運行して
いる。現在の佐賀関港の乗降客数は、年間50万人にのぼり、2014年を除いて増加傾向にある。また、県内の旅客取り
扱い港の中で1位を誇る。

遠くから来ている人ほど港へ時間の余裕をもって来ていること、港までの道中で
寄り道をしている人の方が佐賀関への観光意向も高いことが示された。今後、
四国側のフェリー利用者を佐賀関に引き込むための具体的な方策の検討が必要
である。本調査にご協力いただいた国道九四フェリー㈱様に謝意を表します。

調査の結果、2日間で合計105件の回答を得た。うち、回答漏れがあったものを
除いた60件を有効回答とした。
○図１に示す出発地については、三崎港がある愛媛県(41％)が最も多く、次い
　で香川県(17％)という結果であった。
○出発地から三崎港までの移動所要時間の結果を図２に示す。三崎港までの
　所要時間は、100～200分未満が24件と一番多く、次いで200～300分未満
　が多い。また、三崎港までの最短所要時間は30分であった。
○利用予定便の出発時刻と実際到着時刻の差（到着余裕時刻）を図３に示す。
　到着余裕時間は、30分以上60分未満が30件と一番多かった。
○到着余裕時間と三崎港までの所要時間の相関について調べた。分析にあたっ
　て、三崎港までの途中でどこかに寄り道したかどうかで分けて分析した。
　寄り道なしのカテゴリー群には相関が見られなかったが、寄り道ありと回答
　した28名については、相関係数ｒ=0.4031となり、弱い正の相関が見られた。
　つまり、寄り道を行う層は、遠方から来る人ほど、結果的に余裕を持って三崎
　港に到着していることから、これらの層に適切な情報提供を行う事で、さら
　なる寄り道を誘発出来る。
○港までの道中、寄り道をした28名と寄り道をしていない32名を比較すると、
　佐賀関半島の観光意向について差があることが分かった。寄り道をして
　いないグループで、「是非観光したい」「機会があれば観光したい」と回答して
　いるのは72%に対し、寄り道をしたグループは89%であった。つまり、遠く
　から来ている人程、港へ時間の余裕をもって来ており、尚且つ、佐賀関観光へ
　の意向も高いことが分かった。

○調査方法
調査は2018年4月28日（土）・29日（日）に三崎港にて、9時30分から15時30分
まで1時間ごとに出発する計6便に乗船する方を対象に、アンケートを行った。
質問紙はA３用紙2枚であり、質問項目は、利用者の属性や当日の旅程、フェリー
利用の目的、大分や佐賀関の地域資源についての認知度と訪問意向などで
ある。フェリー利用については、目的のほか、三崎港までの交通手段や、出発地と
出発時刻、三崎港の予定到着時刻と実際到着時刻、寄り道の有無などについて
問うた。 図1　出発地

図２　三崎港までの所要時間

図３　到着余裕時間 (分 )

図４　到着余裕時間と所要時間の相関
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大分市佐賀関地区の人口減少、高齢化は深刻であり、中でも旧佐賀関町の中心部であった佐賀関校区は人口 4,828 人
に対し、高齢化率が 55.7％となっている（2015 年国勢調査）。そのため、経済活動も活気をなくし、かつて栄えた商
店街はシャッター街になっており、今の佐賀関は「まち」としての元気がない。しかしながら、佐賀関にはたくさん
の魅力がある。別府湾を望む港町であり、漁業が盛んである。「関あじ・関さば」は、全国的なブランドとして有名である。
他にも坂本龍馬らが九州初上陸した際に立ち寄った徳応寺といった歴史的建
造物や、関崎海星館・関埼灯台周辺の佐賀関半島の自然といった地域資源が
ある。そこで、関地区の地域課題解決を目指すための、学生と地域の NPO
や団体との協働コミュニティである「さがのせきローカルデザイン会議

（LDM）」を 2011 年に結成し、様々な活動を続けている。2017 年度からは取
り組みを拡大し、人口減少・高齢化問題への対処、経済活動衰退の悪循環か
らの脱却、地域コミュニティの維持への取り組みのキッカケにつなげる佐賀
関半島の地域資源を活かした交流人口拡大への取り組みを行っている。その
一環として、本年度は佐賀関半島の魅力を紹介する観光 VR 動画を作成した。

佐賀関半島・観光VR体験－｢さがのせきローカル
デザイン会議｣による観光活性化の取り組み－
下地奈結花・川端理沙・金城光季・野上諒之（建築学科・3年）、吉村充功（建築学科）
大分市佐賀関地区
NPO法人さがのせき・彩彩カフェ、大分県建築士会佐賀関支部、国道九四フェリー(株) 他

概  要

実  施  体  制：
実施ﾌｨｰﾙﾄﾞ：
連  携  機  関：

取組内容

今後の展開

学生の学び

地域での成果

さがのせき LDM には、本学から建築学科 吉村研究室を中心とした環境・地
域創生コースの学生、経営経済学科 吉本ゼミの学生が参加している。
・地域交流市場「楽・楽マルシェ」の開催　（毎月第 4 土曜日に旧佐賀関町役

場跡地広場を会場に関あじ関さば通りの活性化、住民との交流を促す定期
イベント。年により 7 月に夜市、11 月に商店街大運動会、12 月にクリス
マス会を併催）

・LDM の会合の定期開催　（毎月第 3 火曜日 18 時半より「まちの駅よらんせ
え～」にて開催。各種団体・個人が参加し課題解決に向けた議論を行う。）

・国道九四フェリーの利用者を主なターゲットにした交流人口拡大社会実験
「みなとまるしぇ～」の調査・企画。

・観光 VR（Virtual Reality：仮想現実）動画を作成し、年末の「みなとまるしぇ～」
において公開した。VR の作成には 360 度カメラ（RICOH THETA V）と３D

「楽・楽マルシェ」は地区の高齢者らにとって、若者と
の交流の場としての認知が進み、楽しみにされている
住民が多い。また、LDM の毎月の会合を 2017 年度よ
り本格的に開始し、参画団体が増加している。今年度
は国道九四フェリーの利用者を対象に地域資源を知っ
てもらう機会を設け、観光促進、地産地消の推進を行
う交流人口拡大に向けた素地を整えることができた。

   マイクロフォンを使用し、半島内の名所や絶景ポイント 8 カ
所を収録した。動画は VR ゴーグルを使用し、その場にいる
ようなリアルな体験が可能である。また YouTube サイト

（https://www.youtube.com/playlist?list=PLOIjXQiWUqBP
    maIhVVMYlUodbFjrgJTsb）にも公開している。

佐賀関半島の観光活性化や交流人口の拡大について協
議を重ねていくなかで、普段、何気なく触れているモ
ノや、目にしているモノが地域資源になるということ
の経験ができた。

観光 VR 動画を増やし、次回の「みなとまるしぇ～」
（2019 年 4 月 28 日実施予定）で PR する。今後も、改
善を図りながら観光活性化、交流人口拡大につなげる。
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前期 後期 前期 後期

大分を知り、地域に貢献でき
る素養を身につける

【必】大分学・大分楽（２） 森里海連環学と地球的課題（２）

【必】社会参画入門（２） 【必】社会参画実習１（１） 【必】社会参画応用（２） 【必】社会参画実習２（１）

【必】人間力概論（２） 現代社会要論（２） 【必】産学一致の勧め（２） 起業学（２）
自分を取り囲む世界と交流するた
めの知識とスキルを身につける

ヒューマンアート（２） 第二外国語１（中国語）（２） 第二外国語２（中国語）（２）

ジェネリック養成１（１） ジェネリック養成２（１）

大分の地域ブランド創造体験（２）

特別科目 提携講座（ボランティア概論）（２）

学年
1 2

教養基礎科目

人間力コア科目／コア科目

汎用力科目
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創立50周年記念式典ポスター発表
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３．地域志向プロジェクト研究
　　卒業研究・論文・設計　地域志向関連リスト
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地
方
の
高
校
・
大
学
で
求
め
ら
れ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

～
 

～

教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
変
容
：

若
者
を
育
て
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
 京
都
大
学
 高
等
教
育
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
 教
授
 ）

溝
 上
　
慎
 一
 氏
 

（
 一
般
財
団
法
人
 熊
本
市
国
際
交
流
振
興
事
業
団
 事
務
局
長
）

八
 木
　
浩
 光
 氏
 

熊
本
に
お
け
る
地
域
と
協
働
し
た
高
校
生
教
育
の
可
能
性

（
学
校
法
人
河
合
塾
 教
育
研
究
開
発
本
部
 開
発
研
究
職
 ）

成
 田
　
秀
夫
 氏
 

こ
れ
か
ら
の
地
方
の
人
材
に
必
要
な
中
等
・
高
等
教
育
と

社
会
の
接
続
を
ど
う
実
現
す
る
か
？

■
 コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
 パ
ネ
リ
ス
ト

（
 京
都
大
学
 高
等
教
育
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
 教
授
 ）

溝
 上
　
慎
 一
 氏

◆ ◆

◆ ◆
（
 大
分
県
立
大
分
豊
府
高
等
学
校
）

佐
 藤
　
茂
 氏

（
 日
本
文
理
大
学
 人
間
力
育
成
セ
ン
タ
ー
長
）

吉
 村
　
充
 功

日
本
文
理
大
学
　
学
生
代
表

20
14 11
11/

火
階
 大
会
議
室

N
B
U
日
本
文
理
大
学

N
B
U
日
本
文
理
大
学

少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で

地
方
に
求
め
ら
れ
る
教
育
改
革
を
考
え
る
！

脅

（
 日
本
文
理
大
学
 学
長
）

平
 居
　
孝
 之

13
：
00

主
催
者
挨
拶

13
：
10

基
調

講
演

14
：
25

基
調

報
告

15
：
05

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

16
：
40

閉
会

Ｎ
Ｂ
Ｕ
は
地
（
知
）
の
拠
点
と
し
て

に
取
り
組
み
ま
す

「
豊
か
な
心
と
専
門
的
課
題
解
決
力
を
持
つ
お
お
い
た
地
域
創
生
人
材
の
育
成
」

文
部
科
学
省
が
自
治
体
を
中
心
に
地
域
社
会
と
連
携
し
、
全
学
的
に
地
域
を
志
向
し
た
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
進
め
る
大
学
等
を
支
援
す
る
「
平
成
26
年
度
　
地
（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業
　
Ce
nt
er
 o
f C
om
m
un
ity
〔
大
学
CO
C
事
業
〕」
に
、
本
学
が
申
請
し
た
取
り
組
み
が
こ
れ
ま
で
の
人
間
力
教
育
の
成
果
と
と
も
に
評
価
を
受
け
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
本
事
業
に
は
、
国
公
私
立
大
学
等
か
ら
23
7
件
の
申
請
が
あ
り
、
25
件
の
み
が
選
定
さ
れ
る
と
い
う
狭
き
門
で
し
た
。

※
 原
則
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。【
申
込
締
切
11
/7
　
 】

（
金
）

席
数
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
当
日
の
参
加
申
込
も
可
能
で
す
が
、
配
布
資
料
が
不
足
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
9:
00
～
17
:0
0 
/月
～
金
の
平
日
に
限
る
）

（
Ｐ
Ｃ
版
の
み
）

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
，
郵
送
で
の
申
込
の
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
参
加
申
込
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

09
7-
52
4-
27
04

h
tt
p
:/
/w
w
w
.n
b
u
.a
c.
jp
 ⇒
 専
用
申
込
フ
ォ
ー
ム

09
7-
59
3-
34
00

〒
87
0-
03
97
大
分
県
大
分
市
一
木
17
27
 日
本
文
理
大
学
 教
務
担
当

電
話
の
場
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合

Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合

郵
送
の
場
合

参
加
申
込
先

日
本
文
理
大
学
 教
務
担
当

TE
L.

Em
ai
l.
ky
ou
m
u
@
n
b
u
.a
c.
jp

09
7-
52
4-
27
04
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

お
問
合
せ

大
分
市
金
池
南
1
丁
目
5
番
1
号

TE
L.
09
7-
57
6-
75
55

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
１
Ｆ
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
Ｎ
Ｂ
Ｕ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

展
示
期
間
20
14
年
11
月
4
日
（
火
）
～
11
月
11
日
（
火
）

活
動
展
示

プ
ロ
グ
ラ
ム

連
携
自
治
体
：
大
分
県
・
大
分
市
・
豊
後
大
野
市

ＣＯＣシンポジウム
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co
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u.j
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日
本
文
理
大
学
CO
C
事
業

体
 感
×
感
 動
×
感
 謝

〒
87
0ｰ
03
97
 大
分
県
大
分
市
一
木
17
27

TE
L: 
   0
97
 - 
59
2 
- 1
60
0(
 大
代
表
）

W
eb
 : h
ttp
://
w
w
w
.n
bu
.ac
.jp

【
CO
C事
業
担
当
】

TE
L/
FA
X 
: 0
97
 - 
52
4 
- 2
66
3(
 直
通
）

W
eb
 : h
ttp
://
co
c-
nb
u.
jp

e-
m
ai
l : 
co
c@
nb
u.
ac
.jp

文
部
科
学
省
「
地
( 知
) の
拠
点
整
備
事
業
（
大
学
CO
C
事
業
）」

NB
U
チ
ャ
レ
ン
ジ
 O
IT
A

地
域
創
生
活
動
報
告
会
 2
01
9

in
 佐
賀
関

・
日
 時
 ：
 平
成
31
年
3
月
1
日
（
金
）
14
:0
0 
～
 1
6:
30

・
会
 場
 ：
 佐
賀
関
市
民
セ
ン
タ
ー
　
2
階
 研
修
室
1･
2 
 （
大
分
市
佐
賀
関
14
07
番
地
27
）

3 1
金

入
場
無
料
･申
込
不
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
　 （
13
：
30
  受
付
開
始
 ）

14
：
00
～
14
：
15
　
あ
い
さ
つ
・
事
業
成
果
の
概
要
説
明

「
日
本
文
理
大
学
 大
学
CO
C
事
業
『
お
お
い
た
つ
く
り
び
と
』
で
の
取
組
成
果
」  
学
長
室
長
　
吉
村
充
功

14
：
15
～
15
：
35
　
学
生
／
教
員
に
よ
る
口
頭
発
表

1．
佐
賀
関
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
性
に
関
す
る
調
査
研
究
～
地
域
住
民
へ
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
啓
発
の
た
め
に
～

　
　
　
○
上
田
 亮
（
建
築
学
科
・
4
年
生
）

2．
国
道
九
四
フ
ェ
リ
ー
四
国
側
利
用
者
の
交
通
行
動
特
性
と
佐
賀
関
観
光
志
向
に
関
す
る
研
究
　
○
青
山
信
児
（
建
築
学
科
・
4
年
生
）

3．
大
在
地
区
の
子
育
て
に
関
す
る
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
提
案

　
　
　
○
伊
藤
 光
・
○
野
々
下
優
・
○
廣
岡
真
衣
・
○
平
原
実
歩
（
経
営
経
済
学
科
・
2
年
生
）

4．
地
域
に
根
差
し
た
も
の
づ
く
り
に
情
報
シ
ス
テ
ム
分
野
が
で
き
る
こ
と
 ～
バ
イ
タ
ル
モ
ニ
タ
に
必
要
な
筋
活
動
の
計
測
・
分
析
手
法
の
提
案
～

　
　
　
○
大
里
一
矢
・
高
橋
瑞
希
・
山
下
涼
介
（
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
・
4
年
）

5．
地
域
に
生
き
る
も
の
づ
く
り
の
取
組
み
20
18
～
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
科
目
で
の
取
組
み
～

　
　
　
○
福
島
 学
・
松
永
多
苗
子
（
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
 教
授
 ） ・
稲
川
直
裕
（
機
械
電
気
工
学
科
 教
授
） ・
藤
田
浩
輝
（
航
空
宇
宙
工
学
科
 准
教
授
）

15
：
40
～
16
：
15
　
学
生
／
教
員
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
　
　
　
※
５
・
6
は
展
示
の
み

1．
設
計
製
図
３
第
１
課
題
「
超
高
齢
社
会
に
希
望
を
も
た
ら
す
二
世
帯
住
宅
」　
○
有
冨
 魁
（
建
築
学
科
・
3
年
生
）

2．
佐
賀
関
半
島
・
観
光
VR
体
験
－
｢さ
が
の
せ
き
ロ
ー
カ
ル
デ
ザ
イ
ン
会
議
｣に
よ
る
観
光
活
性
化
の
取
り
組
み
－

　
　
　
○
下
地
奈
結
花
・
○
川
端
理
沙
・
金
城
光
季
・
野
上
諒
之
（
建
築
学
科
・
3
年
生
）

3．
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
楽
・
楽
マ
ル
シ
ェ
」
で
の
取
り
組
み
報
告
　
○
神
代
和
正
・
中
満
友
規
（
経
営
経
済
学
科
・
３
年
生
）

4．
Ki
ds
 S
m
ile
 P
ro
je
ct
－
佐
賀
関
子
ど
も
健
全
育
成
実
践
活
動
－
　
○
小
松
雄
斗
（
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
・
２
年
生
）・
人
間
力
育
成
セ
ン
タ
ー
 K
SP

5．
佐
賀
関
半
島
に
お
け
る
地
域
体
験
交
流
活
動
研
修
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1』
の
取
り
組
み
　
建
築
学
科
・
１
年
生
受
講
生

6．
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
実
践
を
通
し
た
地
域
創
生
人
材
の
育
成
　
堀
ゼ
ミ
（
経
営
経
済
学
科
）

16
：
20
～
16
：
30
　
お
わ
り
に
　
　
講
評
　
大
分
市
 市
民
部
 佐
賀
関
支
所
 参
事
補
　
中
島
恭
介
 氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
催
者
お
礼
の
言
葉
　
副
学
長
　
橋
本
 堅
次
郎

【
趣
旨
】

　
日
本
文
理
大
学
は
、平
成
26
年
度
文
部
科
学
省「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」に
選
定
さ
れ
、大
分
県
の「
地（
知
）の
拠
点
」の
確
立
を
目
指

し
て
、「
豊
か
な
心
と
専
門
的
課
題
解
決
力
を
持
つ
お
お
い
た
地
域
創
生
人
材
の
育
成
」を
テ
ー
マ
に
地
域
で
の
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
報
告
会
で
は
、日
本
文
理
大
学
が
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
創
生
人
材
育
成
に
向
け
た
佐
賀
関
地
区
等
で
の「
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
活
動
」

に
つ
い
て
、事
業
最
終
年
度
を
迎
え
た
今
年
度
の
成
果
を
学
生
、担
当
教
員
か
ら
地
域
の
皆
さ
ま
に
報
告
し
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ま
に
活
動
へ
の

ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
くと
と
も
に
、事
業
終
了
後
の
展
開
に
つ
い
て
模
索
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

【
主
な
参
加
対
象
者
】　
地
区
住
民
、地
区
高
齢
者
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、企
業
、地
方
公
共
団
体
関
係
者
、地
域
創
生
に
関
心
の
あ
る
方
等
。定
員
80
名
。

日
本
文
理
大
学
CO
C
事
業

体
 感
×
感
 動
×
感
 謝

〒
87
0ｰ
03
97
 大
分
県
大
分
市
一
木
17
27

TE
L: 
   0
97
 - 
59
2 
- 1
60
0(
 大
代
表
）

W
eb
 : h
ttp
://
w
w
w
.n
bu
.ac
.jp

【
CO
C事
業
担
当
】

TE
L/
FA
X 
: 0
97
 - 
52
4 
- 2
66
3(
 直
通
）

W
eb
 : h
ttp
://
co
c-
nb
u.
jp

e-
m
ai
l : 
co
c@
nb
u.
ac
.jp

【
後
援
】

  豊
後
大
野
市
、豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会

文
部
科
学
省
「
地
( 知
) の
拠
点
整
備
事
業
（
大
学
CO
C
事
業
）」

NB
U
チ
ャ
レ
ン
ジ
 O
IT
A

地
域
創
生
活
動
報
告
会
 2
01
9

in
 豊
後
大
野

・
日
 時
 ：
 平
成
31
年
3
月
19
日
（
火
）
13
:3
0
～
16
:3
0

・
会
 場
 ：
 豊
後
大
野
市
役
所
本
庁
舎
 2
階
 視
聴
覚
室
  （豊

後
大
野
市
三
重
町
市
場
 1
20
0 
番
地
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
　 （
13
：
00
  受
付
開
始
 ）

13
：
30
～
13
：
45
　
あ
い
さ
つ
・
事
業
成
果
の
概
要
説
明

「
日
本
文
理
大
学
 大
学
CO
C
事
業
『
お
お
い
た
つ
く
り
び
と
』
で
の
取
組
成
果
」  
学
長
室
長
　
吉
村
充
功

13
：
45
～
15
：
20
　
学
生
／
教
員
に
よ
る
口
頭
発
表

1．
地
域
づ
く
り
支
援
～
楽
ら
く
広
場
「
ひ
ょ
う
た
ん
」・
千
歳
町
世
代
間
交
流
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
～

　
　
　
○
上
林
旭
平
・
○
平
原
陽
来
（
経
営
経
済
学
科
・
3
年
）

2．
豊
後
大
野
市
三
重
町
を
 ど
の
よ
う
に
し
て
活
性
化
さ
せ
る
か
？
豊
後
大
野
レ
ー
ル
館
と
ノ
ン
タ
ン
AR
を
通
し
て

　
　
　
○
朝
来
桃
子
・
○
小
原
南
海
（
経
営
経
済
学
科
・
2
年
）

3．
大
野
町
土
師
地
区
に
お
け
る
「
環
境
・
地
域
創
造
演
習
」
と
「
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
習
」
の
 取
組
　
○
先
崎
聖
恒
（
建
築
学
科
・
3
年
）

4．
第
二
の
人
生
で
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？
～
豊
後
大
野
市
CC
RC
～
　
○
渡
邉
麟
（
建
築
学
科
・
4
年
）

5．
高
齢
者
向
け
も
の
づ
く
り
教
材
の
開
発
　
○
鈴
木
秀
男
（
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
 教
授
）・
足
立
元
・
松
永
多
苗
子
・
星
芝
貴
行
・
稲
川
直
裕
・
平
居
孝
之

6．
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
需
要
予
測
に
関
す
る
研
究

　
　
　
○
今
西
衞
（
経
営
経
済
学
科
 准
教
授
）・
本
村
裕
之
・
工
藤
順
一
・
山
城
興
介
・
舛
田
佳
弘
・
杉
浦
嘉
雄
・
池
畑
義
人

15
：
20
～
15
：
50
　
学
生
／
教
員
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
（
会
場
：
第
２
会
議
室
）

1．
豊
後
大
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
○
小
野
真
輝
（
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
・
２
年
） ・
○
高
橋
和
也
（
経
営
経
済
学
科
・
2
年
） ・
人
間
力
育
成
セ
ン
タ
ー

2．
地
域
と
学
生
の
協
働
に
よ
る
豊
後
大
野
市
ふ
る
さ
と
体
験
村
「
開
村
式
」
の
運
営
　
建
築
学
科
 環
境
・
地
域
創
生
コ
ー
ス

3．
大
野
町
土
師
地
区
に
お
け
る
地
域
体
験
交
流
活
動
研
修
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
』
の
取
り
組
み
　
建
築
学
科
・
1
年

4．
建
築
学
生
が
創
る
ノ
ン
タ
ン
ポ
イ
ン
ト
～
「
絵
本
パ
レ
ッ
ト
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
連
携
に
よ
る
市
場
ス
ト
ー
リ
ー
の
可
能
性
～
　
建
築
学
科
・
2
年

15
：
50
～
16
：
25
　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
『
Ｃ
Ｏ
Ｃ
活
動
の
意
義
と
こ
れ
か
ら
』　
　
　
司
会
：
吉
村
充
功
（
学
長
室
長
）

　
　
　
　
登
壇
者
：
赤
嶺
信
武
 氏
（
ぶ
ん
ご
大
野
里
の
旅
公
社
 理
事
）・
田
尻
高
二
 氏
（
土
師
振
興
協
議
会
 事
務
局
長
）・
坂
口
昌
宏
（
経
営
経
済
学
科
 准
教
授
）

16
：
25
～
16
：
30
　
お
わ
り
に
　
　
講
評
　
豊
後
大
野
市
 副
市
長
　
石
掛
忠
男
 氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
催
者
お
礼
の
言
葉
　
副
学
長
　
島
岡
成
治

【
趣
旨
】

　
日
本
文
理
大
学
は
、平
成
26
年
度
文
部
科
学
省「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」に
選
定
さ
れ
、大
分
県
の「
地（
知
）の
拠
点
」の
確
立
を
目
指

し
て
、「
豊
か
な
心
と
専
門
的
課
題
解
決
力
を
持
つ
お
お
い
た
地
域
創
生
人
材
の
育
成
」を
テ
ー
マ
に
地
域
で
の
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
報
告
会
で
は
、日
本
文
理
大
学
が
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
創
生
人
材
育
成
に
向
け
た
豊
後
大
野
市
等
で
の「
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
活
動
」

に
つ
い
て
、事
業
最
終
年
度
を
迎
え
た
今
年
度
の
成
果
を
学
生
、担
当
教
員
か
ら
地
域
の
皆
さ
ま
に
報
告
し
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ま
に
活
動
へ
の

ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
くと
と
も
に
、事
業
終
了
後
の
展
開
に
つ
い
て
模
索
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

【
主
な
参
加
対
象
者
】　
地
区
住
民
、地
区
高
齢
者
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、企
業
、地
方
公
共
団
体
関
係
者
、地
域
創
生
に
関
心
の
あ
る
方
等
。定
員
80
名
。

3 1
9火

入
場
無
料
･申
込
不
要
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　　連携推進会議
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NBUがシカケる COC事業の今を伝えるwebとマガジン。

にて､各号連携記事を掲載。coc-nbu.jp　
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